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本
稿
は
、
加
賀
藩
に
お
け
る
一
「
渡
来
朝
鮮
人
」
、
脇
田
（
金
）
如
鉄
（
九
兵

衛
、
直
賢
）
関
係
の
記
録
・
文
書
を
聚
集
、
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

如
鉄
は
異
国
の
地
域
社
会
に
如
何
に
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
か
。
こ
の
問
題
を

考
え
る
た
め
の
基
本
史
料
は
、
前
章
に
掲
げ
た
『
家
伝
』
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

自
伝
の
常
と
し
て
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
著
者
の
主
観
的
叙
述
に
止
ま
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
其
処
に
盛
ら
れ
た
「
事
実
」
に
い
か
ほ
ど
の
信
を
置
く
べ
き
か
は
、

慎
重
な
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
ろ
う
。
編
者
等
が
関
係
史
料
の
調
査
を
必
要

と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
加
賀
藩
関
係
史
料
は
金
沢
市
立
図
書
館
近
世
史
料
室
に
一

括
し
て
収
め
ら
れ
、
系
統
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
不
充
分
で
は
あ
る

が
如
鉄
関
係
史
料
を
ひ
と
ま
ず
集
成
し
、
そ
の
略
歴
を
年
譜
と
し
て
示
し
得
た

の
は
、
一
に
同
館
の
ご
高
配
と
館
員
諸
兄
姉
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
。
記
し

て
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

な
お
本
史
料
集
は
、
一
、
如
鉄
の
著
作
二
、
如
鉄
関
係
文
書
三
、
如
鉄

関
係
記
録
の
三
部
か
ら
な
る
。
第
二
、
第
三
節
内
の
項
目
は
便
宜
的
な
も
の

だ
が
、
各
項
中
で
は
可
能
な
限
り
編
年
整
理
を
試
み
た
。

脇
田
如
鉄
関
係
史
料
集
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一
六
三
一
（
寛
永
八
・
辛
未
）
四
六
歳

大
坂
陣
戦
功
の
再
吟
味
始
ま
る
。

一
六
三
二
（
寛
永
九
・
壬
申
）
四
七
歳

正
月
徳
川
秀
忠
没
。

伴
八
矢
の
証
言
等
に
よ
り
大
坂
表
の
武
功
が
評
価
さ
れ
、
一
挙
に

五
百
七
十
石
を
加
増
（
都
合
千
石
）
。
積
年
の
篦
憤
を
晴
ら
す
。

御
鉄
砲
頭
、
御
使
番
に
任
ぜ
ら
る
。

一
六
三
七
（
寛
永
十
四
・
乙
丑
）
五
二
歳

閨
三
月
三
日
、
算
用
場
奉
行
と
し
て
見
え
る
。

一
六
三
八
（
寛
永
十
五
・
戊
寅
）
五
三
歳

十
月
七
日
、
算
用
場
奉
行
と
し
て
見
え
る
。

一
六
三
九
（
寛
永
十
六
・
己
卯
）
五
四
歳

利
常
の
小
松
退
隠
に
従
う
を
止
め
、
光
高
の
請
に
よ
り
金
沢
に
残

留
。

一
六
四
一
（
寛
永
十
八
・
辛
巳
）
五
六
歳

沢
田
忠
右
衛
門
、
横
山
山
城
守
の
間
書
き
を
書
き
上
げ
、
脇
田
九

兵
衛
に
付
し
て
光
高
へ
献
上
。

一
六
四
三
（
寛
永
二
十
・
癸
未
）
五
八
歳

五
月
十
九
日
、
御
小
将
頭
を
命
ぜ
ら
る
も
、
一
旦
お
断
り
。

六
月
今
枝
民
部
と
書
状
往
復
の
後
、
御
小
将
頭
受
諾
（
足
軽
頭
よ
り
）
。

頭
料
二
百
石
を
給
さ
る
。

九
月
江
戸
に
召
し
寄
せ
ら
る
。

一
六
四
五
（
正
保
二
。
乙
酉
）
六
○
歳

正
月
廿
一
日
ｙ
犬
千
代
（
綱
利
。
三
歳
）
に
”
白
髪
“
を
献
上
し
、
康
光
脇

差
・
黄
金
・
小
袖
等
拝
領
。
発
句
「
い
た
だ
く
や
千
年
始
の
雪
の

松
」
を
詠
む
。

徳
川
家
光
、
光
高
か
ら
犬
千
代
髪
置
の
儀
を
聞
く
。
如
鉄
の
名
も

上
聞
に
達
す
る
。

四
月
五
日
、
光
高
急
死
。
享
年
三
十
一
。
当
座
に
発
句
「
花
は
ち
り
て
日

々
に
な
げ
き
の
茂
り
哉
」
を
詠
み
、
独
吟
百
駒
。

光
高
没
後
、
利
常
か
ら
公
事
場
奉
行
を
仰
付
ら
る
。

の
ち
、
金
沢
町
奉
行
を
仰
付
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
大
役
重
畳
の
故

を
以
て
公
事
場
奉
行
を
免
除
さ
れ
、
御
小
将
頭
お
よ
び
金
沢
町
奉

行
の
み
晩
年
ま
で
勤
む
。

閨
五
月
十
八
日
、
大
野
湊
神
社
神
主
に
、
藩
主
ら
の
意
を
伝
え
る
。

一
六
四
六
（
正
保
三
・
丙
戌
）
六
一
歳

四
月
光
高
一
回
忌
に
際
し
百
駒
を
つ
づ
る
。
発
句
「
花
は
あ
だ
の
た
と

へ
有
け
り
去
年
の
夢
」
・

一
六
四
八
（
慶
安
元
・
戊
子
）
六
三
歳

孫
、
七
兵
衛
（
平
丞
長
男
）
出
生
。

一
六
四
九
（
慶
安
二
・
己
丑
）
六
四
歳

正
月
小
松
へ
の
年
頭
御
礼
の
交
名
中
に
「
脇
田
九
兵
衛
」
が
見
え
る
。

二
月
七
日
、
除
知
奉
行
と
し
て
見
え
る
。

四
月
十
二
日
、
金
沢
町
奉
行
と
し
て
見
え
る
（
七
月
廿
八
日
、
同
前
）
。

一
六
五
一
（
慶
安
四
・
辛
卯
）
六
六
歳

七
月
廿
八
日
、
金
沢
町
奉
行
と
し
て
見
え
る
。

〈
慶
安
年
中
〉

利
常
、
小
松
葭
嶋
に
て
近
侍
に
茶
を
ふ
る
ま
う
時
、
特
に
直
賢
の
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古
肥
前
様
御
家
臣

横
山
々
城
守

一
鵤
鯏
紋
雌
計
削
鯉
順
一
一
而
調
純
が
州
Ⅷ
肌
洲
朏
も
御
座
候
様
｝
一
、
承
申
候
。

本
多
安
房
守

伏
見

備
前
中
納
言
殿
二
在
之
時
、
潤
吻
源
二
両
よ
く
御
座
候
由
、
但
鑓
を
仕
共
、

奥
村
古
河
内
守

●

古
肥
前
様
御
代
、
大
正
寺
御
陣
仕
、
浅
井
志
能
所
二
人
数
を
立
、
与
力

弓
之
者
二
射
さ
せ
申
候
由
、
承
及
申
候
。
末
森
篭
城
も
仕
候
由冨
田
下
総
守

八
王
寺
一
甫
高
名
仕
、
蒙
疵
。
大
正
寺
濤
手
負
。
浅
井
表
惹
長
九
郎
左
衛

門
人
数
。
敵
の
り
わ
り
申
候
時
、
下
総
覚
悟
ヲ
以
、
長
父
子
討
死
不
仕

候
由
、
其
場
二
両
、
古
肥
前
様
へ
長
、
直
二
申
上
ル
由
、
承
及
申
候
小
塚
藤
右
衛
門

奥
村
孫
介

冨
田
与
五
郎

右
三
人
、
柳
ヶ
瀬
御
陣
之
時
、
人
持
分
之
内
討
死
仕
候
由
、
其
外
も
可

有
御
座
候
へ
と
も
、
承
及
不
申
候

九
里
少
蔵

『
此
間
三
四
寸
本
紙
白
紙
也
』

承
申
候
。
其
上
、
備
前
中
納
言
殿
へ
忠
節
も
有
之
由
、
承
申
候奥
村
因
幡
守

幼
少
之
時
、
伊
与
卜
末
森
篭
城
仕
候
由
。
八
王
寺
｜
一
て
も
高
名
仕
候
由
、

承
申
候
。
但
、
慥
不
存
候

山
崎
長
門
守

先
々
度
々
武
功
、
殊
御
家
｝
一
テ
鳥
越
之
鑓
、
其
隠
無
御
座
候

松
平
伯
嗜
守

先
々
度
々
武
功
、
殊
御
家
帝
浅
井
之
鑓
、
其
隠
無
御
座
候
。
鳥
越
二
而
も
、

内
蔵
介
方
二
五
番
二
進
ミ
申
候
処
、
鉄
炮
二
あ
た
り
、
鑓
之
手
二
逢
不

申
候
由
、
承
申
候
。
か
ん
し
や
く
一
帝
も
、
大
閤
様
左
金
銭
拝
領
仕
申
候

神
尾
圖
書

八
王
寺
而
も
高
名
仕
候
由
、
但
慥
覚
不
申
候
。
大
正
寺
押
陣
之
時
、
押

へ
》
一
御
残
シ
置
被
成
候
処
、
小
松
左
敵
出
付
申
候
。
歴
々
御
残
シ
置
候

へ
と
も
、
圖
書
一
人
裁
許
神
妙
御
座
候
由
、
上
坂
又
兵
衛
・
大
橋
九
郎

兵
衛
、
古
肥
前
様
御
前
二
両
直
申
上
候
。
大
正
寺
才
人
数
御
入
レ
候
時
、

圖
書
大
正
寺
濤
手
負
候
へ
と
も
、
浅
井
表
濤
裁
許
よ
く
仕
候
由
。
鳥
越

言
も
ふ
り
よ
く
御
座
候
処
、
鉄
砲
深
手
負
、
鑓
之
手
二
逢
不
申
候
由
、

稲
垣
与
右
衛
門
、
魚
津
帝
古
肥
前
様
へ
申
上
ヲ
、
私
直
承
申
候
。
御
秘

蔵
二
被
思
召
候

浅
井
左
馬
助

若
輩
之
時
、
上
田
作
兵
へ
と
申
強
力
も
の
、
越
中
御
鷹
場
濤
鉄
砲
打
申

候
付
壷
古
肥
前
様
才
被
仰
付
は
な
し
打
二
仕
申
候
。
八
王
寺
二
両
も
、

高
名
仕
候
由
、
慥
覚
不
申
候
。
大
正
寺
甫
よ
き
働
仕
、
過
分
御
加
増
被

下
候
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加
州
宮
の
こ
し
の
、
き
も
入
両
人
こ
し
候
て
、
か
き
つ
け
の
こ
と
く
、
さ
け
二

つ
・
こ
ぶ
五
そ
く
、
く
れ
候
。
よ
く
こ
し
候
よ
し
、
可
申
候
。
以
上

十
月
廿
六
日

『
大
阪
表
働
之
様
子
面
々
書
付
下
抄
』

當
月
七
日
、
大
坂
お
も
て
御
合
戦
付
て
何
も
手
前
へ
御
た
つ
ね
被
成
候
問
、

以
害
付
申
上
候
。

一
、
い
な
り
口
の
町
に
て
、
て
き
鑓
を
も
ち
候
て
い
申
候
所
へ
参
か
ち
り
、
や

り
に
て
つ
き
合
申
候
。
や
う
す
、
か
ち
川
弥
左
衛
門
見
ら
れ
候
よ
し
、
被
申

候
。
し
は
ら
く
候
て
、
み
か
た
つ
き
た
て
ら
れ
候
と
こ
ろ
一
一
、
ふ
る
屋
所
左

衛
門
、
我
等
こ
と
は
を
あ
わ
せ
の
こ
り
申
候
。
か
つ
ら
巻
隼
人
、
其
刻
は
し

り
出
ら
れ
候
問
、
や
う
す
ミ
ら
れ
可
申
候
。
そ
の
後
、
て
き
み
か
た
、
や
り

に
て
つ
き
あ
い
、
て
き
を
つ
き
た
て
、
い
な
り
□
の
も
ん
ま
て
お
い
か
け
申

候
へ
と
も
、
く
た
ひ
れ
申
候
て
、
つ
き
と
め
不
申
候
う
ち
》
一
、
て
き
、
も
ん

へ
と
り
こ
ミ
申
候
。
則
よ
う
す
、
ふ
る
屋
所
左
衛
門
・
か
つ
ら
巻
隼
人
・
か

ち
川
弥
左
衛
門
二
御
た
つ
ね
可
被
成
候
。
以
上

【
２
】
大
坂
陣
武
功
関
係
文
書

〔
ｌ
〕
大
坂
表
働
面
面
書
付

◎
旧
宮
腰
町
々
年
寄
役
、
中
山
家
所
蔵
文
書
。
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
示
し
た
。

『
大
坂
表
働
之
様
子
面
々
書
付
下
抄
』

大
坂
お
も
て
｜
一
テ
手
前
か
せ
き
の
様
子
、
書
付
を
以
、
申
上
候
。

い
な
り
口
町
す
ち
へ
参
申
候
ヘ
ハ
、
て
き
み
か
た
あ
ひ
を
へ
た
て
、
其
中
へ

両
方
よ
り
、
や
り
を
も
ち
申
候
者
共
、
出
あ
ひ
い
申
候
間
、
わ
れ
ら
も
は
し

り
く
わ
ふ
り
、
一
所
》
一
つ
き
あ
ひ
申
候
。
其
や
う
す
梶
川
弥
左
衛
門
、
見
申

候
間
、
し
や
う
こ
一
一
た
ち
可
申
候
由
、
申
候
。
其
後
、
ミ
か
た
を
つ
き
ま
く

り
申
候
問
、
古
屋
所
左
衛
門
と
我
等
、
こ
と
ば
を
つ
が
い
残
り
申
候
。
両
人

よ
り
へ
ち
に
、
あ
と
｜
一
残
り
申
人
ミ
ヘ
不
申
候
。
其
ば
へ
、
葛
巻
隼
人
あ
と

よ
り
は
し
り
く
ハ
、
り
申
候
を
、
我
等
ハ
よ
く
見
申
候
。
其
刻
は
、
我
等
を

も
見
申
候
由
、
被
申
候
へ
共
、
い
ま
ハ
見
不
申
候
由
、
か
つ
ら
巻
被
申
候
。

其
う
ち
、
て
き
ま
へ
か
と
そ
な
へ
い
申
候
所
ま
て
、
ひ
き
と
り
申
候
ゆ
へ
、

て
き
ミ
か
た
の
あ
ひ
た
し
は
し
す
ミ
候
て
ミ
ヘ
申
候
う
ち
｝
一
、
古
屋
・
か
つ

ら
巻
・
我
等
な
と
い
申
候
所
へ
、
ミ
か
た
は
し
そ
、
は
し
り
く
わ
ふ
り
申
候

て
、
又
つ
き
あ
ひ
申
候
。
其
時
、
て
き
を
つ
き
ま
く
り
申
候
。
其
の
ば
の
や

う
す
井
我
等
て
ま
へ
な
と
、
伴
雅
楽
介
見
申
由
、
申
候
間
、
御
た
つ
ね
可
被

成
候
。
其
道
を
つ
き
あ
け
申
候
て
、
い
つ
れ
も
あ
と
二
つ
か
へ
申
候
御
人
数
、

三
の
丸
へ
つ
き
申
候
と
ミ
ヘ
申
候
。
以
上

八
月
廿
四
日

脇
田
九
兵
衛

閑
斎
様

安
房
守
様

五
月
九
日

半
田
大
炊
殿

大
窪
助
進
殿

脇
田
九
兵
衛
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村
井
兵
部
殿

奥
村
因
幡
殿

岡
嶋
一
郎
兵
衛
殿

横
山
右
近
殿

不
破
彦
三
殿

横
山
主
膳
殿

横
山
雅
楽
助
殿

葛
巻
蔵
人
殿

堀
与
左
衛
門
殿

宮
木
采
女
殿

篠
原
監
物
殿

多
賀
左
近
殿

奥
村
三
郎
兵
衛
殿

岡
田
次
大
夫
殿

菊
池
大
学
殿

茨
木
刑
部
殿

半
田
次
兵
へ
殿

岡
嶋
五
兵
へ
殿

熊
谷
久
右
衛
門
殿

冨
田
内
蔵
允
殿

中
村
安
右
衛
門
殿

正
月
三
日

。
『
加
藩
国
初
遺
文
』
に
よ
っ
て
掲
げ
た
（
平
次
の
註
記
左
の
如
し
）
。

大
音
主
馬
殿

成
瀬
内
蔵
助
殿

中
川
一
郎
右
衛
門
殿

松
平
玄
蕃
殿

加
藤
圖
書
殿

奥
村
又
十
郎
殿

成
瀬
市
正
殿

篠
嶋
豊
前
殿

西
尾
隼
人
殿

津
田
源
右
衛
門
殿

森
川
勘
解
由
殿

奥
村
玄
蕃
殿

奥
村
河
内
守
殿

浅
加
左
京
殿

山
森
吉
兵
衛
殿

脇
田
九
兵
衛
殿

寺
西
三
郎
右
衛
門
殿

吉
田
忠
左
衛
門
殿

葛
巻
内
蔵
助
殿

本
保
大
内
蔵
殿

不
破
源
六
殿

年
寄
中

賦
何
田
連
歌

千
代
の
秋
神
や
告
け
ん
松
の
聲

天
満
月
の
す
め
る
瑞
離

水
清
き
御
池
に
浮
ふ
雰
晴
て

追
啓
御
発
句
な
ど
可
有
之
候
。
被
仰
間
候
ば
可
恭
候
。
直
賢
湯
治
之

問
の
発
句
承
候
。
朝
夕
其
御
地
之
事
の
み
存
出
候
。
以
上

便
宜
候
間
、
申
達
候
。
先
以
其
地
御
安
全
之
段
承
、
珍
重
に
令
存
候
。
我
等
儀
、

無
事
に
在
京
仕
候
。
京
都
も
殊
之
外
寒
気
に
て
御
座
候
。
越
白
根
も
雪
の
時
分

に
て
可
有
之
と
、
去
年
黄
門
様
御
介
抱
之
御
芳
情
も
存
出
候
。
節
々
御
会
も
候

様
に
承
候
。
於
京
都
は
日
夜
隙
無
之
候
付
、
連
歌
も
中
絶
仕
候
。
昌
程
発
句
等

之
興
行
之
下
書
進
上
申
候
。
御
披
見
可
被
遊
候
。
委
細
重
て
可
申
達
候
。
穴
賢

十
一
月
二
十
五
日

遊
行
上
人
他
阿

津
田
玄
蕃
殿
人
々
御
中

〔
４
〕
（
明
暦
三
年
）

〔
３
〕
（
明
暦
元
年
）

。
『
国
事
雑
抄
』
（
三
三
九
頁
）
に
よ
っ
て
示
し
た
。

右
、
慶
安
二
年
留
記
載
之

微
妙
公
、
於
小
松
城
、
年
頭
御
祝
詞
申
上
ル
次
第
也
。
（
中
略
）

右
ハ
、
小
松
附
諸
士
ノ
御
礼
ナ
ル
カ

利綱利

次利常
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一
、
七
千
石
小
幡
宮
内
一
、
二
千
石
浅
野
将
監

一
一
一
ハ
》

一
、
千
五
百
石
伊
藤
内
膳
一
、
千
四
百
石
大
橋
四
郎
右
衛
門

一
、
千
五
百
石
斉
藤
中
務
一
、
千
石
生
駒
監
物

千
五
百
｜
一
成

一
、
千
石
河
原
兵
庫
一
、
千
石
西
村
右
馬
助

江
戸
子
七

一
、
二
千
石
熊
谷
勘
解
由
一
、
八
百
五
十
石
神
子
田
九
郎
二
郎

四
千
石
｝
一
成
四
千
石
｝
一
成
『
蔵
』

一
、
千
五
百
石
伴
八
弥
一
、
二
千
石
葛
巻
隼
人

一
、
七
百
石
渡
部
長
五
郎
一
、
六
百
石
馬
廻
二
津
田
長
吉

一
、

一
、

一
、

（
中
略
）

小
性
分

壱
万
五
百
二
成

一
、
七
千
石

一一

、、

一

、

四
千
石
｜
一
成

一
、
千
五
百
石
や
や
、
、
、

茨
木
小
刑
部

弐
千
四
百
五
拾
石
｝
一
成

跡
分
子

千
弐
百
石
藤
田
八
郎
兵
衛

跡
別

千
弐
百
石
奥
村
五
兵
衛

弐
千
石
篠
嶋
豊
前
守

千
石
石
黒
覚
左
衛
門

千
石
｜
一
成

千
五
百
石
子
杉
江
兵
助

五
百
石
松
田
太
郎
兵
衛

三
万
三
千
七
百
冊
石
力

一
、

一
、

一一一

、、、

一

、

与
頭
｜
一
成

千
五
百
石
子
富
永
勘
解
由

同

五
百
石
子
長
田
市
兵
衛

千
弐
百
石
高
畠
木
工

弐
千
石
本
庄
主
馬

御
普
請
奉
行
》
一
成

千
石
別
所
勘
右
衛
門

千
石
鈴
木
孫
左
衛
門

七二■令色一一一

、、、、、、

一一一

、、、

元日可■一‘一

、、、、

一
、

一
、

一
、

一
、

一一

、、

同同
九
百
石
二
成

四
百
石
浅
加
左
京

二
百
石
菊
田
逸
角

百
五
十
石
鯛
渡
辺
左
兵
へ

五
百
石
同
津
川
兵
部

二
百
石
暇
津
田
監
物

二
百
石
林
八
十
郎

同
湯
原
三
左
衛
門

百
五
十
石
鈴
木
大
蔵

三
百
石
上
木
鹿
介

四
百
石
宮
木
内
蔵
丞

七
百
石
子
浦
上
治
部

同
使
関
忠
右
衛
門

同
郡
奉
行
市
川
長
左
衛
門

幼
少
『
跡
目
』

二
百
石
横
地
忠
左
衛
門

千
石
｝
一
成
使

五
百
五
十
石
山
本
久
左
衛
門

馬
廻
｜
一
成
『
豊
』

五
百
石
水
嶋
新
九
郎

九
百
石
｜
一
成

同
使
寺
西
主
馬
丞

日
夏
三
左
衛
門

本
保
十
兵
衛

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、一

、
五
百
石
馬
廻
市
村
新
丞

羽
鐡

一
、
四
百
五
十
石
山
崎
次
郎
兵
衛

一
、
五
百
石
川
勝
三
右
衛
門

一
、
四
百
石
上
木
金
左
衛
門

一一

、、

三
百
石
熊
谷
右
衛
門

同
暇
萩
野
一
十
郎

三
百
石
暇
野
々
村
清
三
郎

三
百
石
今
井
右
馬
助

五
百
石
へ
本
保
大
蔵

二
百
石
暇
入
江
山
三
郎

同
沖
野
主
馬

二
百
石
栗
田
権
兵
衛

百
五
十
石
丹
羽
権
兵
衛

千
四
百
石
｜
一
成

七
百
石
玉
井
掃
部

六
百
石
鴨
野
外
記

同
馬
廻
一
一
成
吉
田
逸
角

五
百
石
長
谷
川
大
学

八
百
石
二
成

同
使

五
百
石

氏
家
久
兵
衛

同
大
蔵
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鉄
砲
頭

五
百
『
五
郎
右
衛
門
卜
改
』

弐
千
石
長
瀬
主
計

千
七
百
石
浅
野
五
郎
左
衛
門

一一

、、

一一ﾛ■一1.-℃一

、、、、、 一
、
二
百
石

一
、
百
石

一
、
百
石

〔
５
〕
元
和
之
始
金
沢
侍
帳

◎
金
沢
市
立
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵
『
先
代
侍
帳
』
（
三
舌
‐
雪
）
の
関
係

箇
所
を
示
し
た
。

千
五
百
石
我
孫
子
左
馬
丞

千
石
子
九
里
覚
右
衛
門

五
百
冊
石
荒
木
六
兵
衛

五
百
石
安
達
左
近

三
百
石
斎
藤
長
三
郎

馬
廻

四
百
石
佐
久
間
猪
兵
へ

百
石
吉
川
十
兵
衛

七
万
六
千
九
百
七
拾
石

堀
左
太
夫

馬
廻
北
川
伊
折

役
人
、
、

子

稲
野
五
兵
衛
一
、
同

一
、
三
百
五
十
石
近
藤
三
郎
左
衛
門

一
、
三
百
石
古
屋
小
源
太

弐
千
石

千
五
百
石

一一一日も一

、、、、、 一
、
二
百
石

一
、
四
百
五
十
石

千
七
百
石

四
百
石

四
百
舟
石

二
百
石

八
百
石

子
丹
羽
織
部

渡
部
吉
左
衛
門

大
石
木
工

中
村
九
八
郎

松
平
又
右
衛
門

村
山
豊
前
守

岡
田
治
太
夫

村
井
左
近

伴
無
理
兵
衛

同
又
兵
衛

五
千
石
御
加
増

一
万
千
石

千
五
百
石

千
五
百
石

千
石

千
弐
百
石
藤
田
八
郎
兵
衛

千
弐
百
石
奥
村
五
兵
衛

『
元
和
前
田
対
馬
組
｜
一
ア
リ
』

弐
千
石
笹
島
豊
前
守

千
石
‐
石
黒
覚
左
衛
門

千
五
百
石
杉
江
兵
助

五
百
石
松
田
次
郎
兵
衛

弐
千
石
沢
市
郎
右
衛
門

九
百
石
寺
西
三
郎
右
衛
門

弐
千
石
安
部
甚
右
衛
門

『
〆
九
拾
人
』
廿
九
人

（
中
略
）

千
石
八
百
石

弐
千
四
百
三
拾
石

千
弐
百
石

小
性
分 野

村
小
右
衛
門

佐
藤
久
右
衛
門

野
村
左
馬
亮

伊
藤
外
記

小
幡
宮
内

伊
藤
内
膳

斎
藤
中
務

丹
羽
織
部

杉
江
兵
助

河
原
兵
庫

千
三
百
石

千
四
百
石

弐
千
石

千
四
百
石

千
四
百
五
拾
石
浅
野
将
監

千
四
百
石
大
橋
四
郎
右
衛
門

千
石
生
駒
将
監

三
百
石
御
加
増

千
石
西
村
右
馬
之
助

千
五
百
石

五
百
石

千
弐
百
石

千
八
百
石

千
石
千
石
五
百
石

千
石

井
上
勘
右
衛
門

石
川
虎
之
助

安
藤
長
左
衛
門

渡
辺
八
右
衛
門

高
畠
木
工

本
庄
主
馬

別
所
勘
右
衛
門

鈴
木
孫
左
衛
門

松
田
三
郎
兵
衛

脇
田
九
兵
衛

富
田
新
左
衛
門

長
田
市
兵
衛

『
勘
解
由
』
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慶
安
五
年
森
権
太
夫

○
御
小
姓
中
知
行
高
井
歳
付
之
帳

七
月
廿
二
日

脇
田
九
兵
衛

千
五
百
石
（
五
拾
壱
歳
）
有
賀
経
殿
助
ｊ
、
百
石
（
四
拾
三
歳
）
高
柳
勘
左
衛

門
迄
、
百
三
拾
四
人
。
全
子
弐
枚
・
拾
人
扶
持
（
弐
拾
八
歳
）
水
野
半
之
佐
・

春
一
一
百
三
十
五
人

六
十
九
歳

千
石
脇
田
九
兵
衛

外
弐
百
石
与
頭
料

一
、
御
公
事
場
横
目

知
行
高合
四
万
九
千
百
八
拾
五
石

内
五
百
石
者
料
知

御
小
姓
数

千
三
百
石

右
之
内
、
定
御
用
人

合
百
三
拾
七
人

（
後
略
）

（
中
略
）

（
中
略
）

（
中
略
）

外
弐
百
石
与
頭
料

慶
安
二
年
ざ
有
之
。
付
札
一
一
朱
一
一
テ
、
イ
ロ
ハ
付
一
二
付

も
有
之
候
所
、
慶
安
二
年
ヲ
一
イ
、
三
年
ヲ
ニ
ハ
、
五
年

ヲ
三
口
と
有
之
。
然
し
ハ
最
前
ヨ
リ
、
四
年
ハ
欠
如
卜
見

へ
々
ン
Ⅶ
ソ

私
二
曰 六

十
七
歳

組
頭
共
ノ
数
也
。

脇
田
平
之
丞

田
辺
兵
右
衛
門

森

権
太
夫

『
八
、
１
、
』

一
、
明
暦
三
年
『
丁
酉
』

○
御
扶
持
方
切
米
給
銀
帳
一
冊

蝸
窪
柵
裁
許

○

千
五
百
石

千
載
百
石

試
百
石

三
百
石

△
御
小
性
人
数
知
行
高
帳

知
行
高合
五
万
八
百
五
石
人
数
百
四
拾
八
人
自
分
共
一
一

金
子
戴
枚

水
野
半
丞
囎

拾
人
扶
持
１

以
上

午
十
一
月
十
八
日

御
寄
合

（
中
略
）

（
中
略
）

（
中
略
）

（
中
酪
）

（
中
略
）

内
試
百
石
与
頭
料

内
飲
百
石
与
頭
料

冊 在
癖
也

在
郷
也

脇
田
九
兵
衛

森
権
太
夫

脇
田
九
兵
衛
判

森
権
太
夫
判
ナ
シ

脇
田
九
兵
衛

森脇脇

田田

権
太
夫

小平

平丞







五
十
三
歳
三
十
八
歳

一
、
四
百
石
小
幡
彦
四
郎
、
一
、
四
百
石
橋
爪
五
兵
衛
、

五
十
四
歳
三
十
二
歳

一
、
四
百
石
脇
葉
権
右
衛
門
、
一
、
四
百
石
井
上
久
太
郎
、

四
十
二
歳
五
十
四
歳

一
、
四
百
石
鷹
見
甚
左
衛
門
、
一
、
四
百
石
由
比
五
郎
左
衛
門
、

三
十
九
歳
四
十
五
歳

一
、
四
百
石
佐
藤
帯
刀
、
一
、
四
百
石
多
羅
尾
六
兵
衛

三
十
二
歳
三
十
八
歳

一
、
四
百
石
宮
崎
清
左
衛
門
一
、
四
百
石
大
島
甚
兵
衛
、

四
十
五
歳
三
十
三
歳

一
、
四
百
石
村
与
右
衛
門
、
一
、
四
百
石
渡
辺
所
左
衛
門
、

廿
四
歳
廿
三
歳

一
、
四
百
石
加
藤
三
四
郎
、
一
、
四
百
石
脇
田
熊
之
助
、

三
十
九
歳
付
札
、
今
度
就
被
仰
付
、
歳
未
承
候

一
、
四
百
石
大
場
又
三
郎
、
一
、
三
百
五
拾
石加
須
屋
八
郎
右
衛
門

廿
六
歳
四
十
六
歳

一
、
三
百
五
拾
石
中
川
八
右
衛
門
一
、
三
百
五
拾
石
平
田
二
郎
右
衛
門
、

五
十
五
歳
五
十
歳

一
、
三
百
五
拾
石
井
上
六
右
衛
門
、
一
、
三
百
五
拾
石
平
野
源
左
衛
門
、

四
十
九
歳
三
十
三
歳

一
、
三
百
五
拾
石
谷
与
右
衛
門
一
、
三
百
試
拾
石
北
村
八
兵
衛
、

四
十
八
歳
廿
七
歳

一
、
三
百
弐
拾
石
宇
野
五
左
衛
門
、
一
、
三
百
石
菊
池
弥
八
郎
、

付
礼
、
今
度
就
披
仰
付
、
歳
未
承
候
三
十
八
歳

一
、
三
百
石
神
尾
伊
兵
衛
一
、
三
百
石
菊
池
惣
左
衛
門
、

五
十
四
歳
五
十
三
歳

一
、
三
百
石
野
々
村
勘
左
衛
門
、
一
、
三
百
石
坂
倉
助
太
夫
、

六
十
歳
五
十
四
歳

一
、
三
百
石
大
石
斎
宮
、
一
、
三
百
石
岸
村
五
郎
右
衛
門
、

四
十
八
歳
五
十
歳

一
、
三
百
石
板
津
兵
助
、
一
、
三
百
石
駒
井
与
兵
衛
、

三
十
五
歳
三
十
五
歳

一
、
三
百
石
小
川
孫
左
衛
門
、
一
、
三
百
石
渡
辺
藤
左
衛
門
、

四
拾
壱
歳
三
十
六
歳

一
、
三
百
石
斎
藤
主
馬
、
一
、
三
百
石
平
井
次
郎
兵
衛
、

五
十
三
歳
三
十
九
歳

一
、
三
百
石
後
藤
杢
左
衛
門
、
一
、
三
百
石
兼
松
小
右
衛
門
、

五
十
二
歳
廿
八
歳

一
、
三
百
石
田
辺
兵
右
衛
門
、
一
、
三
百
石
小
泉
勘
十
郎
、

四
十
七
歳
四
十
二
歳

一
、
三
百
石
伊
藤
宇
右
衛
門
、
一
、
三
百
石
加
須
屋
傳
兵
衛

廿
九
歳
五
十
二
歳

一
、
三
百
石
石
川
三
丞
、
一
、
三
百
石
佐
垣
九
右
衛
門
、

六
十
歳
三
十
三
歳

一
、
三
百
石
高
橋
傳
右
衛
門
、
一
、
三
百
石
近
藤
伊
兵
衛
、

廿
六
歳
三
十
九
歳

一
、
三
百
石
岡
田
左
内
、
一
、
三
百
石
生
駒
伊
兵
衛

四
十
歳
廿
九
歳

一
、
三
百
石
河
勝
木
工
一
、
三
百
石
堀
勘
左
衛
門
、

三
十
四
歳
三
十
一
一
歳

一
、
三
百
石
永
原
五
郎
左
衛
門
、
一
、
三
百
石
半
田
権
之
助
、

三
十
五
歳
廿
八
歳

一
、
三
百
石
宮
川
安
右
衛
門
、
一
、
三
百
石
近
藤
志
摩
、

三
十
七
歳
三
十
二
歳

一
、
三
百
石
北
川
又
右
衛
門
一
、
三
百
石
中
村
権
丞
、
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瀬
兵
衛
尚
尺
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

始
源
太
左
エ
門
。
同
上
。
実
情
左
エ
門
二
男
。
小
松
御
馬
廻
。

嬰
村
勘
五
左
エ
門
女
。
天
明
五
三
組
外
内
作
事
奉
行
井
御
材

木
伐
出
御
用
。
后
御
馬
廻
。
寛
政
七
御
抱
守
。
同
八
大
小
将

組
。
御
膳
奉
行
。
同
十
三
五
死
。
五
十
五
才

新
兵
衛
田
辺
甚
太
夫
養
。
弥
三
左
エ
門
弟
ト
ア
リ

九
丞
村
井
臣
村
井
平
兵
衛
養

虎
太
郎
有
尚
口

弥
三
左
衛
門
尚
徳

同
上
。
宝
暦

津
左
衛
門
高
桑

弥
三
右
衛
門
Ｉ

同
上
。
要
森
田
三
太
夫
妹

友
之
丞
岡
田
金
右
エ
門
養

善
左
衛
門
先
父
死

同
上
。
實
中
村
次
郎
左
エ
門
三
男
。
宝
永
五
死

宝
暦
七
死
。
七
十
八
才

高
桑
五
兵
衛
養

善
左
衛
門
重
勝

半
兵
衛
兄
重
俊
養

猪
之
助
御
子
小
将
。
元
和
元
四
百
石
。
寛
永
死

小
左
衛
門
同
上
。
婆
帯
刀
女
。
延
宝
五
新
川
郡
奉
行
。
后
御
免
。
正
徳

二
死

勘
兵
衛
三
百
石
。
有
故
一
門
へ
御
預

知
右
衛
門
重
Ｉ

万
治
二
子
小
将
。
二
百
石
。
寛
文
七
加
百
石

三
百
石
。
婆
山
田
又
太
郎
女
。
再
中
村
次
郎
兵
衛
女
。
延

始
織
人
。
寛
政
十
十
二
廿
二
同
上
。
同
十
二
江
戸
御
廣
式
番
。

享
和
三
無
御
用
。
文
化
二
玉
藥
奉
行
。
文
政
元
死

延
次
郎
与
三
左
エ
門
養

犬
五
郎
横
地
勝
左
エ
門
養

弥
三
左
衛
門
尚
方

文
政
元
十
二
十
四
同
上
。
同
五
五
二
御
馬
廻
。
同
九
公
事
場

横
目
。
天
保
五
二
廿
一
三
御
丸
御
廣
式
御
用
達
井
金
谷
兼
。

同
年
七
十
一
御
免
。
同
年
八
廿
四
再
公
事
場
横
目
。
同
十
六

朔
定
番
御
番
頭

良
之
助
始
忠
太
郎
。
平
田
清
左
エ
門
養

後
御
免
。

家
督
六
百
石
（
元
和
三
年
也

姿
一
色
主
膳
女
。

）
。
大
小
将
番
頭
。
后
足
軽
頭
。

延
宝
二
死
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閏
鯵
永
九
高
岡
町
奉
行
加
人
。
天
明
二
本
役
。
同
五
御
免
除
。
同

一
与
三
詞
法
師
拙
砕
叫
些
辨
掘
砕
釧
恥

女
阿
部
十
左
エ
門
。
善
左
エ
門

「
善
右
衛
門
祐
茂

文
政
三
十

女
神
尾
昌
左

辰
次
郎 養

半
五
右
衛
門
祐
国

始
庄
大
夫
。
始
重
遠
。
后
重
道
。
承
祖
五
百
石
。
大
小
将
組
。

享
保
十
一
御
馬
廻
。
安
永
六
二
廿
四
死
。
八
十
三
才

女
平
松
右
源
次

八
郎
大
夫
婆
神
尾
主
殿
養
女
。
病
身
足
ヲ
痛
。
嫡
子
作
大
夫
御
歩
。
二
男

吉
郎
兵
衛
、
田
伏
弥
五
兵
衛
養
。
三
男
小
八
郎
、
山
田
傳
大
夫

ｌ
早
世

二
十
六
同
上
。
御
馬
廻
同

衛
門
。
多
田
次
郎
左
エ
門

「

九
兵
衛
直
能
１
１
‐

始
平
丞
。
千
五
百
石
。
婆
帯
刀
女
。
町
奉
行
。
御
馬
廻
頭
兼
御

用
人
。
延
宝
三
死

六
丞
中
村

九
兵
衛
直
賢

幼
少
ョ
リ
日
本
江
来
。
瑞
竜
公
へ
被
召

微
妙
公
加
五
百
五
十
石
。
合
千
石

朝
鮮
人
。
文
禄
二
仕
高
徳
公
。
千
石
。

長
次
郎
養
女
。
残
金
奉
行
。
足
軽
頭
。

万
治
致
仕
。
称
如
鉄
。
同
三
死

女
後
藤
次
郎
兵
衛
。
中
村
次
郎
兵
衛

五
才

十
左
衛
門
小
平
養

喜
兵
衛
北
川
庄
右
衛
門
養

女
伊
藤
牛
之
助
。
栗
田
久
右
エ
門
。
渡
辺
源
兵
衛
。

七
兵
衛
直
長

同
上
。

番
頭
。

源
左
衛
門
祐
一
文
政
十
七
四
同
上
。
姶
安
之
助
。
御
馬
廻

笹
島
与
一
郎
。
菅
野
兵
左
エ
門
。
島
田
五
左
エ
門

中
村
刑
部
養
。

婆
斉
藤
宗
津
女
。
天
和
二
御
歩
頭
。
段
々
昇
進
至
定

享
保
九
致
仕
。
称
夕
庵
。
同
十
七
八
廿
八
死
。
八
十

出
◎
四
百
五
十
石
。
自

婆
重
俊
女
。
后
妻
村
井

寛
永
廿
年
御
小
将
頭
。
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哲
兀
郎
直
温

同
上
。
始
留
之
助
。
御
馬
廻
。
天
明
二
五
廿
一
重
教
公
御
近

習
。
同
三
八
閉
門
。
同
四
三
廿
五
御
免
。
減
千
石
。
后
遠
慮

御
免
。
同
五
十
一
廿
三
二
百
石
引
足
。
合
七
百
石
。
大
小
将
。

姿
横
山
又
五
郎
女
。
寛
政
二
七
十
九
依
不
行
状
二
百
石
減
。

逼
塞
組
外
。
同
六
六
廿
九
御
免
。
同
十
二
礪
波
射
水
郡
奉
行
。

享
和
元
御
免
。
文
化
十
一
御
馬
廻
。
文
政
五
死

女
高
木
伊
織
妻

治
左
衛
門
直
廉
Ｉ

同
上
。
御
馬
廻
。

隼
太
小
川
直
右
エ
門

女
坂
井
伊
織
。
高
山

平
之
丞
直
興

同
上
。
婆
小
左
エ
門
女
。
御
馬
廻
。
宝
暦
三
死
。
七
十
六
才

善
左
衛
門
小
左
エ
門
養

源
次
郎
高
木
庄
兵
衛
養

七
郎
左
衛
門
新
番

四
女
渡
辺
五
太
夫
。
中
務
嫡
、
斉
藤
三
左
エ
門
。

林
源
左
エ
門
。
長
瀬
主
計

七
十
郎

九
兵
衛

早
世

明
和
九
十
四
死
。
四
十
五
才

養彦
四
郎

清
左
衛
門
直

始
右
源
次
直
度
。
婆
前
田
直
賢
臣
津
田
弥
三
兵
衛
女
。
享
保
同

上
。
同
九
表
小
将
。
延
享
三
定
番
御
番
頭
。
段
々
昇
進
至
物
頭

並
。
同
十
二
二
十
死
。
五
十
六
才

左
膳
又
八
郎
養

久
大
夫同
上
。
嬰
堀
次
郎
八
女
。
元
禄
十
六
大
小
将
。
正
徳
四
八
死

直
右
衛
門

女
神
保
次
郎
太
夫
。
原
勘
十
郎

文
政
九
十
二
同
上
・
同
十
十
ノ
廿
大
小
将
。
婆
吉
野
善
八
郎

女
。
天
保
九
十
一
四
御
普
請
奉
行
。
同
年
八
十
一
高
岡
町
奉

行
。
同
十
三
四
大
小
将
横
目

小
平
ロ

三
百
石
。
要
武
部
四
郎
兵
衛
女
。
元
禄
三
死

女
神
保
長
右
エ
門
。
由
比
五
郎
左
エ
門

十
左
衛
門
實
直
能
二
男
。
早
世

惣
兵
衛
實
由
比
五
郎
左
エ
門
二
男
。
早
世

彦
兵
衛實
神
保
長
右
エ
門
二
男
。
婆
善
左
エ
門
女
。
同
上
。
元
禄
七
割

場
奉
行
。
同
十
一
依
病
御
免
。
同
十
二
死
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女某某某某 直
長

俗
名
平
丞
。
後
九

家
督
相
續
。
加
増

頭
兼
用
人
役
。
延

妻
脇
田
半
兵
衛
女

某
俗
名
三
郎
四
郎
。

某
俗
名
小
平
。
仕
子

禄
三
年
残
。
子
孫

女
長
女
。
神
保
長
右

直
能

俗
名
七
兵
衛
。
父
遺
知
千
五
百
石
相
續
賜
之
。
仕
干
綱
紀
卿
。

歩
頭
馬
廻
組
頭
兼
公
事
場
奉
行
定
番
頭
等
相
勤
。
享
保
九
年
致

仕
。
称
夕
庵
。
同
十
七
年
八
月
廿
八
日
残
。
八
十
五
歳

俗
名
十
左
衛
門
。
為
伯
父
小
平
之
養
嗣
子

俗
名
喜
兵
衛
。
為
北
川
庄
右
衛
門
之
養
嗣
子

俗
名
七
十
郎
。
早
世

剃
髪
称
如
鐵
。
養
老
料
三
百
石
賜
之
。
同
三
年
七
月
日
残
。
享

年
七
十
五
歳
。
為
脇
田
帯
刀
重
季
之
猶
子
。
称
脇
田
氏

妻
脇
田
帯
刀
重
俊
女利

常
卿
近
習
勤
。
二
百
五
十
石
賜
之
。
早
世

利
常
卿
光
高
卿
綱
紀
卿
。
三
百
石
賜
之
。
元

連
綿
。
妻
武
部
四
郎
兵
衛
女

衛
門
妻
。
次
女
。
由
比
五
郎
左
衛
門
妻

兵
衛
。
利
常
卿
近
習
勤
。
三
百
石
賜
之
後
。

知
共
千
五
百
石
賜
之
。
金
沢
町
奉
行
馬
廻
組

宝
三
年
残

i~T~T~T
女某某某直

温
俗
名
留
之
助
。
後
哲
兀
郎
。
父
遺
知
千
五
百
石
相
續
賜
之
。
馬

廻
組
。
天
明
二
年
重
教
卿
近
習
勤
。
同
三
年
有
役
失
閑
門
。
翌

四
年
三
月
廿
五
日
閉
門
被
免
。
知
行
減
知
五
百
石
賜
之
。
同
五

年
十
一
月
廿
三
日
二
百
石
引
足
。
七
百
石
賜
之
。
大
小
性
組
。

寛
政
二
年
七
月
十
九
日
依
不
行
状
知
行
再
減
知
五
百
石
賜
之
。

組
外
被
指
加
逼
塞
。
同
六
年
六
月
廿
九
日
被
免
。
同
十
二
年
礪

波
射
水
郡
奉
行
。
享
和
元
年
被
免
。
文
化
五
年
馬
廻
組
入

女
青
木
伊
織
妻

女某
◎
金
沢
市
立
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵
『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
（
扇
．

霞
‐
ご
第
一
八
八
巻
所
収
『
脇
田
家
伝
害
』
付
載
系
図
の
翻
刻
。

俗
名
治
左
衛
門
。
父
遺
知
千
五
百
石
相
續
賜
之
。
馬
廻
組

明
和
九
年
十
月
四
日
残
。
四
十
五
歳

俗
名
弥
十
郎
。
為
小
川
直
右
衛
門
之
養
嗣
子

俗
名
九
兵
衛
。
父
遺
知
千
五
百
石
相
續
賜
之
。
馬
廻
組
。
宝
暦

三
年
残
。
七
十
六
歳

俗
名
善
左
衛
門
。
為
同
姓
小
左
衛
門
之
養
嗣
子

俗
名
源
次
郎
。
為
高
木
庄
兵
衛
之
養
嗣
子

俗
名
七
郎
左
衛
門
。
新
番
組
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『
．
ご
三
輪
志
摩
長
好

寛
永
隠
居
『
称
法
受
』

寛
永
十
八

『
・
皆
奥
村
源
左
エ
門
長
元

寛
文
三
魚
澤
郡
代

〔
４
〕
諸
頭
系
譜

『
十
六
▲
』
御
算
用
場
奉
行

『
十
五
▲
』
公
事
場
奉
行

増
元
・
和
二
年
頃
ヨ
リ
至

寛
永
十
三
年

津
田
勘
兵
衛
重
次

（
後
略
）

稲
葉
左
近

（
マ
マ
）宝
永
十
七 『

御
小
将
頭
』

脇
田
九
兵
衛
直
賢

万
治
二
五
廿
一
隠
居
『
称
如
鉄
』

（
後
略
）

買
永
十
八

小
塚
藤
右
衛
門
秀
勝

明
暦
四
二
朔
死

｜
兀
和
』

切
腹

脇
田
九
兵
衛
直
賢

奥
村
源
左
エ
門
長
元

宮
城
采
女
長
成

寛
永
十
八
切
腹

正
保
三

横
山
右
近
重
知

延
宝
四
三
廿
五
死

『
御
小
将
頭
』

津
田
勘
兵
衛
重
次

慶
安
四
四
廿
死

寛
永
十
八

岡
島
市
郎
兵
衛
元
為

千
石

松
平
采
女
康
次

千
二
百
石

有
賀
縫
殿
助
宗
俊

承
応
二
死

寛
永
七
目
足
軽
頭

五
百
石

石
黒
太
郎
右
エ
門
久
長

同
十
四
死

元
和
二
自
足
軽
頭

千
七
百
石

丹
羽
織
部
孝
延

同
九
死

延
宝
五
三
月
二
日
列

『
△
』
當
役
天
和
以
前
之
分

御
馬
廻
頭
次
一
一
極

文
禄
三
伏
見
慶
長
目
御
使
番

千
七
百
石
千
七
百
五
拾
石
七
百
石

脇
田
主
水
重
之
小
林
八
兵
衛
恒
川
監
物
斎
而

加
三
百
石
合
二
千
石
慶
長
頃
二
代

御
役
料
二
百
石
一
組
組
頭
一
人
番
頭
一
人

『
▲
』
御
小
将
頭

横
目
一
人
大
小
将
一
一
十
三
人
都
合
二
十
五
人

延
宝
五
三
二
御
馬
廻
頭
之
次
列
極

天
和
一
一
壬
戌
十
一
六
六
番
鬮
取
極
同
年
十
一
廿
八
組
分

但
同
年
九
廿
九
六
隊
御
定

（
中
略
）

目
御
大
小
将
番
頭

三
千
石

津
田
源
左
エ
門
重
次

人
持
組
万
治
元
死

寛
永
七
自
足
軽
頭

二
千
石
ィ
五
百
石

中
村
總
右
エ
門
正
成

正
徳
三
死
ィ
寛
永
十

目
足
軽
頭

千
六
百
石
千
石

杉
江
兵
助
村
田
吉
左
エ
門
可
慶

一
寛
永
叫
祝
醐
頭
慶
安
二
一
一
斗
｛
詩
四

葛
巻
隼
人
昌
俊
本
保
大
蔵
長
次

寛
永
人
持
組
慶
安
四
死
隠
居
有
斎

元
和
目
御
使
番

千
三
百
石

森
権
太
夫
祐
知

万
治
二
隠
居

『
称
是
雲
』

寛
永
十
九
自
御
使

番
千
四
百
石

北
川
久
兵
衛

加
三
百
石
合
千
七

百
石
慶
安
三
死
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寛
永
廿
自
足
軽
頭
千
石

脇
田
九
兵
衛
直
賢

万
治
二
隠
居
『
称
如
鉄
』
同
三
死

（
後
略
）

三
藩
の
脇
田
九
兵
衛
繩
蕊
霊
呼
禄
壬
辰
の
朝
鮮
の
役
三

歳
に
て
日
本
浮
田
家
の
檎
と
な
り
、
吉
備
の
岡
山
江
来
る
。
秀
家
の
御
臺
所
、

甚
孤
を
憐
ミ
賜
ひ
、
翌
年
八
歳
に
て
御
家
江
被
連
寄
。
芳
春
院
様
益
御
不
便

被
加
、
成
長
い
た
し
、
利
長
公
江
被
召
出
、
御
知
行
四
百
石
被
下
置
、
脇
田

帯
刀
重
之
か
姪
を
嫁
要
し
て
、
姓
を
脇
田
と
称
す
。
朝
鮮
》
孟
父
ハ
金
氏
、

【
４
】
評
伝

寛
永
二
十
足
軽
頭

御
小
将
頭

（
マ
マ
）

『
・
』
脇
田
左
兵
衛
直

〔
ｌ
〕
混
見
摘
罵

◎
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
『
諸
頭
系
譜
』
ｅ
ｇ
ｌ
忠
Ｃ
に
よ
っ
て
、
、
脇
田

九
兵
衛
関
係
記
事
を
抄
録
し
た
。

『
▲
』
最
前
物
頭
相
勤
候
人
々
次
第
不
同

（
前
略
）

直
賢

（
後
略
）

脇
田
直
能
（
通
名
九
兵
衛
）
。
所
居
號
漉
雪
亭
。
錦
里
先
生
門
人
也
。
先
生
勝
此

亭
詩
。
竹
樹
連
岩
壁
。
軒
亭
擦
水
源
。
飛
泉
陰
雪
渥
。
高
楴
細
雲
翻
。
僚
友
集

仁
里
。
弟
兄
同
義
門
。
勤
勤
主
人
意
。
酒
茗
到
黄
昏
。
景
周
按
。
此
詩
中
景
況

與
今
其
故
家
所
望
符
。
如
直
能
学
量
。
無
隻
字
可
見
。
則
佳
否
不
可
論
。
然
作

詩
者
以
錦
里
集
次
韻
。
脇
田
九
所
贈
絶
句
。
試
調
来
詩
如
對
面
。
不
知
身
既
在

平
安
可
知
焉
。
又
學
茶
式
於
千
宗
室
而
白
眉
其
門
。
余
家
今
蔵
直
能
所
制
茶
ヒ

ー
把
。
（
宗
室
之
来
本
藩
。
在
寛
永
三
年
℃
時
僧
玄
機
峰
。
送
千
氏
宗
室
居
士

之
加
州
行
五
絶
。
宗
室
老
居
士
於
茶
大
悟
人
。
間
調
茶
事
虚
句
句
祖
師
禅
。
後

微
妙
公
召
小
松
。
賜
歳
禄
二
百
石
。
又
賜
居
宅
於
月
城
）
。
直
能
父
日
直
賢
（
通

名
九
兵
衛
）
。
本
姓
金
。
韓
人
也
。
文
禄
元
年
朝
鮮
之
役
。
浮
田
中
納
言
秀
家
。

将
大
軍
至
釜
山
浦
。
直
賢
父
翰
林
学
士
金
時
省
。
防
戦
為
國
死
。
時
直
賢
僅
七

〔
２
〕
燕
台
風
雅

字
ハ
時
省
と
号
し
、
翰
林
学
士
也
。
九
兵
衛
大
坂
夏
陣
に
、
黒
門
先
惹
葛
巻

隼
人
・
古
屋
所
左
衛
門
な
と
ち
一
所
二
鑓
を
合
、
段
々
御
取
立
被
成
候
。

然
る
処
、
如
鐵
檎
と
な
り
日
本
江
来
り
し
初
め
、
秀
吉
公
御
前
に
て
も
士
庶

人
の
わ
か
ち
、
幼
少
も
の
猶
更
言
語
も
通
し
か
ね
た
り
。
外
二
も
生
捕
に
幼

少
者
壱
人
あ
り
。
子
時
医
師
道
三
と
や
ら
ん
、
両
人
二
朝
鮮
に
て
覚
た
る
歌

を
唄
し
む
。
両
人
共
に
う
た
ひ
候
へ
者
、
如
鐵
歌
は
音
律
二
叶
ひ
、
今
壱
人

の
幼
少
も
の
私
歌
ハ
律
一
一
あ
わ
す
。
栂
ハ
如
鐵
ハ
士
の
子
と
相
知
た
り

◎
金
沢
市
立
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵
『
混
見
摘
写
』
（
昼
呂
‐
雲
）
巻
十
二

に
よ
っ
て
示
し
た
。
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ス
。
直
賢
年
老
イ
タ
ル
ヲ
以
テ
課
役
無
シ
・
自
ぅ
請
ヒ
テ
之
二
應
ス
。
公
嘉
納

ス
（
家
傳
）
。
明
年
退
老
シ
◎
祝
髪
シ
テ
其
幼
名
ヲ
以
テ
號
卜
爲
ス
（
家
傳
、
諸

士
系
譜
）
・
公
別
二
三
百
石
ヲ
賜
ヒ
テ
老
ヲ
養
ハ
シ
ム
。
直
賢
特
二
微
妙
公
ノ

知
遇
ヲ
得
。
晩
節
溶
リ
ニ
物
ヲ
賜
ハ
リ
。
且
７
慰
問
ス
ル
所
卜
爲
ル
（
家
傳
）
。

公
嘗
テ
放
鷹
獲
ル
所
ノ
天
菱
十
翅
ヲ
賜
上
。
人
ヲ
シ
テ
謂
ハ
シ
メ
テ
曰
ク
。
間

ク
老
後
天
菱
ヲ
食
ス
レ
ハ
．
。
神
ヲ
養
上
氣
ヲ
補
ス
ト
。
今
特
二
之
ヲ
賜
フ
ト

（
微
妙
公
夜
話
）
・
而
シ
テ
其
躬
７
小
松
二
詣
リ
陳
謝
ス
ル
ヲ
尼
ム
。
人
之
ヲ

異
數
ト
ス
（
微
妙
公
夜
話
、
家
傳
）
・
直
賢
生
平
詠
ス
ル
所
ノ
聯
歌
極
メ
テ
多

シ
（
家
傳
）
・
一
時
ノ
才
俊
菊
池
武
康
、
淺
井
政
右
等
卜
友
ト
シ
善
シ
（
燕
臺

風
雅
）
・
其
瑞
龍
公
ヲ
悼
ム
句
二
云
ク
。
預
毛
判
彌
南
、
楚
傳
乃
阿
末
利
能
、

佐
都
伎
可
那
。
微
妙
公
莞
時
ノ
句
一
一
云
ク
。
曾
傳
爾
美
與
、
宇
幾
世
波
伎
多
能
、

加
太
志
具
禮
。
陽
廣
公
美
時
ノ
句
一
一
云
ク
。
波
奈
半
知
里
天
、
比
備
爾
那
解
幾

乃
、
之
牙
利
加
南
。
松
雲
公
ｊ
髪
置
ヲ
慶
ス
ル
句
二
云
ク
。
伊
多
駄
玖
也
、
知

止
勢
波
事
免
乃
、
末
都
廼
由
伎
。
葭
島
茗
ヲ
賜
フ
時
ノ
句
一
一
云
ク
。
津
伎
予
與

之
、
志
萬
禰
能
巨
駄
知
、
計
佐
能
由
幾
卜
。
此
等
ヲ
秀
句
卜
爲
ス
（
家
傳
）
。
又

古
今
和
歌
集
ノ
秘
訣
ヲ
一
華
堂
乘
阿
如
見
二
受
ケ
。
造
詣
ス
ル
所
有
り
。
微
妙

公
屡
々
其
技
能
有
ル
ヲ
稻
ス
（
家
傳
、
燕
臺
風
雅
）
。
公
嘗
テ
直
賢
ヲ
葭
島
二
召

シ
・
茗
ヲ
賜
フ
。
期
一
一
前
チ
。
左
右
ヲ
戒
メ
テ
曰
ク
。
聯
歌
ニ
エ
ナ
ル
九
兵
衞

ノ
如
キ
ハ
・
恐
ラ
ク
ハ
方
今
比
無
カ
ラ
ン
ト
。
藤
原
定
家
ノ
害
幅
ヲ
懸
ケ
シ
メ

以
テ
享
ス
（
津
田
正
忠
書
眉
、
家
傳
）
。
直
賢
亦
自
ぅ
言
う
。
作
文
素
ヨ
リ
吾
家

藝
タ
リ
。
然
し
ト
モ
久
シ
ク
皇
國
ノ
風
化
二
浴
シ
・
漸
磨
習
染
。
梢
、
歌
道
二

熟
ス
ル
ヲ
覺
ユ
ト
（
家
傳
）
。
相
傳
フ
。
直
賢
小
立
野
牛
坂
ノ
上
ヲ
過
ク
ル
毎
二
。

淺
野
川
ノ
水
西
流
ス
ル
ヲ
寛
。
謂
ヘ
ラ
ク
風
光
故
山
二
防
佛
タ
リ
ト
。
槍
然
ト

シ
テ
懐
菖
ノ
涙
ヲ
垂
ル
ル
コ
ト
之
ヲ
久
シ
ク
ス
ト
云
う
（
燕
臺
風
雅
）
。
萬
治
三

年
残
ス
（
諸
士
系
譜
、
菅
君
榛
録
）
。
時
二
年
七
十
五
（
家
傳
）
。
俳
人
能
順
晩
句

ヲ
作
リ
テ
云
ク
。
都
由
乃
世
判
、
曾
廼
許
止
駄
禰
童
、
奈
呉
利
可
難
（
聯
玉
集
）
。

初
ｊ
關
白
秀
吉
朝
鮮
ノ
捕
虜
ヲ
延
見
ス
。
童
子
二
人
有
り
。
語
言
通
セ
ス
。
其

苗
族
ヲ
判
シ
難
シ
・
乃
チ
ニ
人
ヲ
シ
テ
哩
謡
ヲ
語
ハ
シ
ム
。
其
一
律
二
協
上
。

其
一
然
ラ
ス
。
協
う
者
ハ
即
チ
直
賢
ナ
リ
。
是
二
於
テ
。
定
メ
テ
士
人
ノ
子
卜

爲
ス
ト
云
フ
（
混
見
滴
嶌
）
。
子
直
能
、
三
郎
四
郎
、
小
平
。
三
郎
四
郎
寛
永
中

蔭
ヲ
以
テ
微
妙
公
二
事
へ
。
二
百
二
十
石
ヲ
食
ミ
。
近
侍
卜
爲
ル
。
父
二
先
チ

残
ス
。
小
平
三
郎
四
郎
卜
同
シ
ク
事
へ
。
二
百
石
ヲ
食
ム
（
家
傳
）
。
後
千
百
石

ヲ
加
フ
。
元
禄
三
年
残
ス
。
子
彦
兵
衞
襲
封
シ
。
彦
兵
衞
ｊ
曾
孫
直
暢
（
伊
織
）

’
一
至
り
。
亡
命
シ
テ
後
ヲ
断
ッ
。
直
能
後
ヲ
受
ク
（
諸
士
系
譜
）
。

直
能
初
〆
平
ｊ
丞
卜
稻
ス
（
家
傅
、
諸
士
系
譜
）
。
後
ｆ
九
兵
衞
卜
更
ム
（
諸
士

系
譜
、
燕
臺
風
雅
）
・
寛
永
中
。
蔭
ヲ
以
テ
微
妙
公
二
事
へ
。
三
百
石
ヲ
食
ム

（
家
傳
）
。
直
賢
退
老
後
襲
封
シ
（
家
傳
、
諸
士
系
譜
）
。
後
十
増
シ
テ
千
五
百

石
二
至
ル
。
金
澤
町
奉
行
ヲ
歴
テ
。
馬
廻
頭
二
晉
ミ
。
用
人
ヲ
兼
ヌ
（
諸
士
系

譜
）
。
直
能
學
ヲ
好
ミ
。
木
下
貞
幹
二
從
遊
ス
（
錦
里
文
集
、
燕
臺
風
雅
）
。
其

宅
小
立
野
尻
垂
阪
ノ
上
二
在
り
（
延
寶
金
澤
圖
）
。
古
木
茂
り
。
濠
布
懸
リ
。
其

境
太
タ
幽
ナ
リ
（
錦
里
文
集
）
。
嘗
テ
室
一
橘
ヲ
建
テ
。
顔
シ
テ
濃
雪
亭
卜
曰
フ
。

貞
幹
來
遊
シ
テ
詩
ヲ
賦
ス
。
號
シ
テ
ー
時
ノ
雅
會
卜
稻
ス
（
錦
里
文
集
、
燕
墨

風
雅
）
。
又
聯
歌
ヲ
善
ク
ス
。
嘗
テ
江
戸
｝
一
祗
役
シ
。
行
々
句
ヲ
得
ル
。
輕
妙

調
ス
可
シ
。
其
富
山
ノ
句
二
曰
ク
。
阿
計
凡
乃
邪
、
由
伎
廼
多
知
矢
麻
、
與
古

賀
須
美
。
滑
川
ノ
句
二
曰
ク
。
波
留
左
米
茂
、
麻
宜
流
流
多
備
乃
、
耶
奴
里
加

奈
。
能
生
ノ
句
一
一
日
ク
。
由
不
奈
美
乃
、
日
可
計
也
仁
秀
布
、
佐
久
良
加
比
。

富
士
山
ヲ
観
ル
句
二
曰
ク
。
與
茂
半
波
奈
、
世
乃
保
可
那
連
耶
、
不
二
廼
由
伎

卜
。
以
テ
ー
斑
ヲ
闘
う
可
シ
（
多
毛
登
艸
）
。
又
茗
式
ヲ
千
ｊ
宗
室
二
學
上
。
其
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一
、
大
坂
黒
門
に
て
の
鎗
五
人
は
、
葛
岡
平
四
郎
・
葛
巻
隼
人
・
梶
川
弥
左
衛

門
・
古
屋
所
左
衛
門
へ
今
一
人
可
追
考
也
。
黒
門
に
何
も
付
居
申
所
、
敵

門
を
開
き
出
申
に
付
、
ど
っ
と
崩
申
候
時
、
右
之
五
人
は
塀
の
腕
木
へ
取

付
、
こ
た
へ
残
り
申
候
て
、
敵
と
は
た
ノ
、
と
突
合
申
候
。
誰
も
鑓
の
心

付
申
者
無
之
処
、
隼
人
只
今
の
は
鑓
に
て
候
間
、
各
其
心
得
候
へ
と
申
合

候
由
に
候
。
御
帰
陣
已
後
御
吟
味
之
処
、
葛
岡
一
番
に
進
み
鑓
仕
候
由
荒

言
申
候
。
残
る
四
人
へ
御
尋
候
処
、
平
四
郎
に
て
者
無
之
候
、
隼
人
迅
き

様
に
覚
候
由
申
候
。
是
に
付
平
四
郎
腹
立
候
て
、
過
言
等
茂
有
之
故
、
偽

申
由
に
て
御
成
敗
被
仰
付
、
隼
人
一
番
に
成
、
其
外
三
人
共
夫
々
御
賞
美

に
候
。
其
後
寛
永
六
年
重
て
大
坂
高
名
御
穿
鑿
之
時
、
隼
人
残
三
人
方
へ

罷
越
、
愈
先
年
之
通
拙
者
一
番
と
の
証
拠
に
立
て
く
れ
候
へ
と
頼
申
候
処
、

三
人
共
中
々
御
手
前
な
ど
一
番
に
罷
出
所
に
無
之
、
拙
者
と
一
所
に
立
並

居
被
申
候
。
黒
具
足
着
た
る
者
先
へ
は
進
み
申
候
。
其
時
御
手
前
黒
具
足

に
て
は
無
之
と
て
取
合
不
申
候
。
肥
前
様
御
聞
被
遊
、
一
番
は
彼
者
に
て

手
負
放
し
申
候
。
市
川
は
大
勢
に
て
す
た
ノ
ベ
に
仕
候
。
刀
の
上
へ
切
重

ね
ぎ
、
仕
候
て
、
何
茂
さ
歩
ら
の
ご
と
く
成
申
候
由
に
候
。
森
川
は
立
身

被
仰
付
、
後
々
迄
公
事
場
牢
の
鎖
番
仕
候
。
是
は
御
歩
並
の
者
と
見
え
申

候
。
右
之
節
山
本
源
右
衛
門
親
瀬
兵
衛
も
御
歩
組
に
て
罷
越
候
。
後
脇
田

如
鉄
方
へ
参
此
咄
仕
候
。
其
方
も
切
候
哉
と
申
に
付
、
成
程
切
候
て
刀
捨

り
申
由
申
候
へ
者
、
其
段
は
不
苦
候
、
ケ
様
之
節
能
死
候
て
切
に
不
及
と

て
指
置
候
へ
者
、
後
に
お
く
れ
た
る
名
を
取
申
事
有
之
も
の
に
候
。
一
段

の
事
と
申
候
由
。
此
比
ま
で
は
御
国
・
他
国
と
も
、
仕
者
・
捕
者
杯
と
有

之
、
若
き
者
共
嗜
申
候
。
次
第
に
武
義
衰
へ
、
ケ
様
之
事
も
絶
果
申
候
。

加
州
の
士
大
坂
陣
高
名
穿
鑿
の
事

寛
永
八
年
十
月
上
旬
に
、
先
年
大
坂
陣
に
高
名
の
者
共
大
形
に
間
届
け
加
増
を

遣
す
。
元
和
二
年
に
家
中
又
者
共
迄
手
柄
の
次
第
間
届
け
褒
美
を
遣
す
と
い
へ

共
、
唯
今
又
委
細
に
可
被
聞
召
の
旨
被
仰
出
、
古
老
の
者
共
、
御
次
に
て
覚
の

者
共
召
寄
せ
、
証
拠
を
糺
し
其
の
場
の
儀
を
申
上
ぐ
る
に
付
き
、
鑓
合
に
前
後

の
争
ひ
有
り
。
首
に
も
ぎ
つ
け
・
直
首
の
違
ひ
有
り
。
悉
く
口
論
に
及
ぶ
族
も

有
り
。
夫
々
に
御
吟
味
あ
り
て
恩
賞
厳
密
に
執
行
は
せ
賜
ふ
。
弓
箭
の
本
意
末

代
の
面
目
也
。
岡
山
表
に
て
鑓
合
せ
た
る
人
々
に
は
、

伴
八
矢
安
見
右
近
野
村
左
馬

西
尾
隼
人
篠
原
織
部
津
田
勘
兵
衛

横
山
大
膳
宮
城
采
女
山
田
覚
左
衛
門

後
藤
杢
左
衛
門
丹
羽
織
部

南
条
の
辻
に
て
鑓
合
せ
た
る
人
々
に
は
、

〔
６
〕
三
壺
聞
書

。
『
御
夜
話
集
』
下
巻
に
よ
っ
て
示
し
た
。
右
第
二
話
に
は
如
鉄
の
名
は

見
え
な
い
が
、
大
坂
陣
行
賞
の
一
事
例
と
し
て
掲
げ
た
。

有
之
と
見
え
申
候
、
惜
事
被
遊
候
由
御
後
悔
被
遊
候
也
。
楮
隼
人
儀
最
前

之
通
一
番
に
御
立
被
成
御
加
増
被
下
候
。
残
る
三
人
は
其
次
に
御
加
増
も

被
下
候
由
。
戦
国
の
武
士
意
地
有
事
各
如
此
。
治
国
と
雛
奉
公
の
功
を
争

ふ
に
至
て
は
是
に
相
等
し
・
一
人
之
言
を
以
人
之
善
悪
は
難
定
事
也
。

（
後
略
）
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葛
巻
隼
人

山
森
吉
兵
衛

半
田
治
兵
衛

野
村
七
左
衛
門

大
野
甚
之
丞

葛
巻
平
四
郎

沢
田
治
左
衛
門

寺
西
主
馬

和
田
助
右
衛
門

金
子
与
右
衛
門

（
後
略
）

一
、
金
子
五
枚
宛

岡
嶋
兵
庫

茨
木
右
衛
門

脇
田
九
兵
衛

寺
西
主
馬
允

伊
藤
内
膳

青
地
四
郎
左
衛
門

浅
野
藤
左
衛
門

御
遺
物
の
事

（
中
略
）

御
家
来
へ
被
下
御
遺
物
の
覚

（
中
略
）

古
屋
所
左
衛
門

脇
田
九
兵
衛

氏
家
久
兵
衛

江
守
覚
左
衛
門

脇
田
帯
刀

河
合
惣
三
郎

滝
与
右
衛
門

北
川
久
兵
衛

森
権
太
夫

山
森
吉
兵
衛

青
山
織
部

富
田
勘
解
由
左
衛
門

大
橋
又
兵
衛

浅
加
左
京

岩
田
内
蔵
助

山
崎
半
左
衛
門

梶
川
弥
左
衛
門

猪
子
九
郎
左
衛
門

山
本
久
左
衛
門

横
地
忠
左
衛
門

浅
井
八
左
衛
門

小
川
次
郎
九
郎

佐
藤
久
右
衛
門

浅
野
将
監

浅
野
与
右
衛
門

菊
池
大
学

神
尾
数
馬

江
守
覚
左
衛
門

湯
原
八
之
丞

中
村
惣
右
衛
門

森
権
太
夫

江
守
半
兵
衛

一
、
葛
巻
隼
人
の
働
御
愈
議

同
日
黒
門
に
て
梶
川
弥
左
衛
門
、
一
銭
剃
の
小
屋
蔭
に
居
て
見
け
れ
ば
、

一
番
葛
巻
隼
人
、
次
に
古
屋
所
左
衛
門
行
く
を
見
て
、
推
続
き
弥
左
衛
門

も
行
く
と
自
ら
言
ふ
。
其
外
も
別
の
所
に
居
た
る
者
、
隼
人
が
出
る
を
見

て
出
る
も
の
多
し
。
其
内
に
大
男
の
黒
威
せ
る
も
の
、
隼
人
よ
り
も
張
出

て
敲
き
合
た
り
。
此
者
は
則
古
屋
所
左
衛
門
と
御
穿
議
極
る
。
又
御
馬
廻

に
葛
岡
平
四
郎
と
い
ふ
大
男
、
黒
威
し
を
着
、
右
の
所
に
居
た
る
内
よ
り

一
番
に
か
け
出
て
突
合
ひ
、
敵
引
け
れ
ば
門
内
へ
付
入
し
、
門
内
に
て
能

一
、
山
森
吉
兵
衛
閉
門
後
の
御
加
増

当
御
代
初
山
本
久
左
衛
門
御
旗
奉
行
、
山
森
吉
兵
衛
寺
社
奉
行
被
仰
付
候

処
、
吉
兵
衛
御
断
申
上
候
に
付
、
閉
門
被
仰
付
候
。
三
年
有
之
御
赦
免
の

時
分
、
一
倍
の
御
加
増
被
下
候
。
其
時
分
脇
田
如
鉄
。
森
是
雲
立
腹
の
事

共
あ
り
。

〔
７
〕
可
観
小
説

。
『
三
壺
聞
害
』
（
加
賀
能
登
郷
土
図
書
叢
刊
）
に
よ
っ
て
示
し
た
。

な
お
『
可
観
小
説
』
に
次
の
記
事
が
見
え
る
（
こ
の
九
兵
衛
は
直
能
）
。

三
壺
記
は
（
山
田
）
四
郎
右
衛
門
一
人
の
作
に
て
は
無
之
、
平
生
脇
田

九
兵
衛
家
へ
心
安
く
出
入
い
た
し
け
る
故
、
九
兵
衛
も
余
程
迭
代
有

之
旨
。

（
後
略
）
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○
御
算
用
場
奉
行
三
人

○
公
事
場
奉
行
四
人

一
人
は
寺
社
奉
行
よ
り
兼
帯
す
。
又
御
馬
廻
頭
よ
り
も
勤
し
之
。
（
定

番
頭
御
小
将
頭
よ
り
勤
む
る
先
例
有
）
・

夫
公
事
場
の
起
元
知
る
処
な
し
（
中
略
）
。
又
其
奉
行
の
始
め
も
知
れ
ず
。
古

へ
は
常
に
年
寄
衆
出
席
あ
り
し
成
く
し
（
中
略
）
。
寛
永
十
八
年
陽
広
公
御
入

国
の
時
、
奥
村
源
左
衛
門
長
元
（
源
左
衛
門
祖
）
。
岡
島
市
郎
兵
衛
一
陳
。
小

塚
藤
右
衛
門
某
勤
之
（
中
略
）
。
右
年
間
以
後
に
は
津
田
勤
兵
衛
重
次
（
中
略
）

・
脇
田
九
兵
衛
直
賢
（
鉄
兀
郎
祖
）
勤
之
。
皆
御
小
将
頭
た
り
（
此
時
組
頭
よ

り
加
る
こ
と
本
文
の
如
し
）
。
（
後
略
）

〔
８
〕
藩
国
官
職
通
考

一
人
は
人
持
よ
り
勤
之
（
人
持
二
人
勤
む
る
例
あ
り
）
、
二
人
は
御
馬
廻

頭
よ
り
動
し
之
（
定
番
頭
或
組
頭
並
よ
り
も
勤
之
）
・

其
起
元
未
詳
。
三
輪
志
摩
（
雅
楽
助
家
祖
）
・
稲
葉
左
近
（
左
近
能
州
一
国
の

及
た
る
事
な
が
ら
、
至
極
の
奇
怪
と
存
じ
不
及
筆
記
候
処
、
此
度
高
山
が

妾
の
事
に
付
記
し
置
き
ぬ
。
丙
辰
九
月
十
一
日

。
『
可
観
小
説
』
（
加
越
能
叢
書
）
に
よ
っ
て
示
し
た
。

『
藩
国
官
職
通
考
』
の
寺
社
奉
行
の
項
に
は
、
第
一
話
に
関
連
し
て
、

「
武
役
に
非
ざ
る
を
志
り
御
断
申
上
る
に
よ
り
閉
門
た
り
。
後
御
免
、

又
被
仰
付
の
処
、
又
御
断
申
上
る
。
思
召
有
之
。
先
相
勤
候
様
被
命
、

無
程
御
旗
奉
行
に
転
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
可
観
小
説
』

に
は
「
北
川
庄
右
衛
門
の
役
儀
お
断
り
」
な
る
項
も
あ
り
、
こ
の
頃
、

藩
士
の
役
儀
断
り
は
折
々
見
ら
れ
た
も
よ
う
で
あ
る
。

御
代
官
を
勤
め
、
数
年
の
勘
定
立
た
ず
し
て
、
寛
永
十
七
年
切
腹
を
命
ぜ
ら

る
。
其
時
の
所
行
甚
廉
潔
な
り
。
事
は
可
観
小
説
・
混
見
摘
写
等
に
悉
く
見

え
た
り
。
又
云
、
左
近
能
州
惣
支
配
と
成
り
、
所
口
に
御
算
用
場
有
り
て
是

に
奉
行
た
る
と
あ
り
。
又
一
説
、
寛
永
十
五
年
の
頃
御
算
用
場
奉
行
た
る
と

あ
り
。
未
し
知
二
執
是
一
・
按
る
に
元
和
の
頃
当
役
を
勤
め
、
後
所
口
御
代
官

を
勤
め
、
再
び
御
算
用
場
奉
行
と
成
り
た
る
歎
。
是
右
の
三
説
を
助
け
て
考

る
な
り
）
・
元
和
年
中
よ
り
勤
之
と
云
・
又
津
田
勘
兵
衛
重
次
も
元
和
二
年

の
頃
勤
之
。
寛
永
十
五
年
奥
村
源
左
衛
門
長
元
（
昌
披
問
答
に
は
奥
村
父
子

相
続
勤
之
と
あ
り
）
・
宮
城
采
女
（
子
孫
断
絶
）
。
脇
田
九
兵
衛
直
賢
・
青
木

助
丞
（
御
小
将
組
な
り
。
此
時
平
士
よ
り
加
り
勤
む
。
與
右
衛
門
祖
）
勤
し
之
。

（
今
弦
大
坂
登
米
の
こ
と
始
ま
り
、
試
に
米
百
石
を
被
し
遣
こ
と
あ
り
。
其

時
の
奉
行
は
本
文
四
人
な
り
。
此
事
見
聞
集
に
見
え
た
り
。
○
一
説
に
此
時

三
輪
志
摩
・
稲
葉
左
近
・
津
田
勘
兵
衛
。
奥
村
源
左
衛
門
を
命
ぜ
ら
る
と
あ

れ
共
、
三
輪
は
元
和
五
年
隠
居
、
稲
葉
は
前
に
註
す
る
如
し
。
津
田
は
御
家

老
た
れ
ば
又
此
説
当
ら
ず
。
今
見
聞
集
に
従
ふ
。
○
小
説
起
本
に
、
篠
田
助

左
衛
門
・
平
岡
五
左
衛
門
・
伊
藤
内
膳
を
小
松
御
算
用
場
奉
行
と
あ
り
。
又

前
田
七
郎
兵
衛
も
小
松
御
算
用
場
奉
行
と
家
譜
等
に
見
ゅ
。
是
微
妙
公
御
隠

居
中
の
事
な
る
べ
し
。
是
を
金
沢
御
算
用
場
奉
行
と
あ
れ
共
非
な
り
。
故
に

差
に
註
記
す
る
也
）
・
同
十
八
年
陽
広
公
御
入
国
の
時
に
は
、
奥
村
源
左
衛

門
・
岡
島
市
郎
兵
衛
・
小
塚
藤
左
衛
門
（
三
人
共
公
事
場
奉
行
兼
帯
に
し
て
、

小
塚
は
町
奉
行
を
も
兼
帯
す
）
勤
之
。
（
後
略
）

◎
湯
浅
祗
庸
著
『
藩
国
官
職
通
考
』
（
加
賀
能
登
郷
土
図
書
叢
刊
）
に
よ
っ

て
示
し
た
。

－172－





○
脇
田
九
兵
衛
直
能
伝

直
能
は
直
賢
の
長
男
に
て
、
若
名
平
丞
と
称
し
、
相
続
後
九
兵
衛
と
称
し
、
遣

知
共
千
五
百
石
を
賜
は
り
、
金
沢
町
奉
行
と
な
り
、
後
馬
廻
組
頭
に
転
じ
、
用

人
役
を
兼
ね
た
り
。
燕
台
風
雅
に
云
ふ
。
（
中
略
）
平
次
按
ず
る
に
、
直
能
は
延

宝
三
年
に
残
す
。
三
男
六
女
あ
り
。
長
男
直
長
七
兵
衛
と
称
し
、
遺
跡
を
継
ぎ
、

遺
知
千
五
百
石
を
賜
は
り
、
歩
頭
・
馬
廻
組
頭
兼
公
事
場
奉
行
を
勤
め
、
定
番

頭
に
至
り
、
致
仕
し
て
老
名
を
夕
庵
と
称
し
、
享
保
十
七
年
八
十
五
歳
に
て
残

す
。
四
男
四
女
あ
り
。
長
男
某
九
兵
衛
と
称
し
、
遺
知
相
続
、
宝
暦
三
年
七
十

六
歳
に
て
残
す
。
二
男
二
女
あ
り
。
長
男
直
廉
治
左
衛
門
と
称
し
、
明
和
九
年

四
十
五
歳
に
て
残
す
。
一
男
一
女
あ
り
。
一
男
直
温
初
め
留
之
助
と
称
し
、
後

哲
兀
郎
と
改
称
す
。
泰
雲
公
の
近
侍
を
勤
め
、
度
々
答
を
蒙
り
、
家
禄
減
少
五

百
石
と
な
り
、
後
二
百
石
加
恩
大
小
姓
組
と
な
り
、
寛
政
二
年
不
行
状
に
依
っ

て
二
百
石
減
少
、
五
百
石
と
な
り
た
り
。
是
よ
り
後
歴
世
子
孫
連
綿
し
て
、
直

賢
以
来
朝
鮮
人
の
血
統
連
続
す
と
い
へ
ど
も
、
家
勢
は
梢
劣
れ
り
。
然
り
と
い

○
脇
田
九
兵
衛
直
賢
伝

燕
台
風
雅
に
云
ふ
。
（
中
略
）
按
ず
る
に
、
脇
田
氏
に
伝
来
せ
る
万
治
三
年
直
賢

残
前
に
子
孫
へ
残
し
け
る
自
記
に
、
一
生
の
履
歴
を
巨
細
に
載
せ
た
り
。
其
の

大
略
を
ば
左
に
記
載
し
て
備
考
と
す
。
（
中
略
）

按
ず
る
に
、
同
年
秋
七
月
七
十
五
歳
に
て
残
す
。

小
松
能
順
の
聯
玉
集
に
云
ふ
。
脇
田
直
賢
の
身
ま
が
り
給
ふ
悼
。

露
の
世
は
そ
の
言
種
を
名
残
哉

又
脇
田
如
鉄
懐
旧
。

手
向
に
も
摘
む
や
そ
の
世
を
忍
ぶ
草

○
濯
雪
亭
邸

脇
田
二
代
九
兵
衛
直
能
は
千
宗
室
の
門
弟
に
て
、
茶
人
な
り
し
ゆ
ゑ
に
、
邸
内

小
尻
谷
の
傍
な
る
が
け
へ
か
け
、
築
山
・
泉
水
な
ど
の
露
地
を
造
り
、
茶
室
を

建
て
濯
雪
亭
と
名
付
け
た
り
。
其
の
地
景
甚
だ
見
事
に
て
古
木
生
茂
り
、
奇
石

奇
巌
そ
び
え
、
滝
な
ど
も
あ
り
て
世
人
之
を
賞
翫
す
。
古
木
多
き
中
に
も
、
楓

は
昔
高
尾
よ
り
取
寄
せ
た
り
と
て
、
一
抱
余
の
老
木
四
十
余
本
あ
り
と
。
旧
伝

に
云
ふ
。
此
の
露
地
は
二
代
九
兵
衛
の
時
千
宗
室
の
指
図
に
て
造
ら
せ
た
る
な

り
と
。
按
ず
る
に
、
前
顕
燕
台
風
雅
に
載
せ
た
る
九
兵
衛
直
能
伝
に
、
錦
里
先

生
漉
雪
亭
に
瀞
び
け
る
時
の
詩
に
、
竹
樹
連
二
岩
壁
一
・
軒
亭
檬
二
水
源
一
・
飛
泉

陰
雪
濯
。
高
傍
細
雲
翻
。
と
木
下
順
庵
が
作
れ
る
詩
語
に
て
も
、
園
中
の
風
景

知
ら
れ
け
り
。
お
も
ふ
に
此
の
園
地
は
延
宝
の
金
沢
図
に
載
せ
た
る
脇
田
九
兵

衛
請
地
と
あ
る
地
な
る
べ
し
。
其
の
地
は
前
顕
の
図
に
見
ゆ
る
如
く
、
九
兵
衛

邸
地
の
継
き
な
る
小
尻
谷
の
が
け
地
な
り
。
さ
て
右
離
亭
の
園
地
明
治
六
年
十

一
月
脇
田
氏
居
宅
売
却
の
時
悉
く
取
払
い
、
今
は
其
の
遺
跡
も
残
ら
ず
、
悉
く

田
畠
と
は
な
り
た
り
。

へ
ど
も
実
に
朝
鮮
国
よ
り
渡
来
せ
し
人
々
多
き
中
に
も
、
脇
田
氏
は
名
家
に
て
、

殊
に
直
賢
・
直
能
・
直
長
の
三
代
は
文
武
兼
備
の
士
な
り
と
い
ふ
く
し
。

◎
森
田
柿
園
著
・
日
置
謙
校
『
金
沢
古
蹟
志
』
（
金
沢
文
化
協
会
、
一
九

三
三
年
）
に
よ
っ
て
示
し
た
。
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